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◎デボ－ション（お言葉と祈りに生かされましょう） ！

21 ヨブ記 １０ ローマ ５ 互 Ⅰｺﾘﾝﾄ １４:１ ～５
22 １１ ６ い Ⅰｺﾘﾝﾄ １４:６ ～１９
23 １２ ７ に ローマ １４:１３～２３
24 １３ ８ 得 ローマ １５:１ ～６
25 １４ ９ を 箴言 ２２:１ ～１６
26 １５ １ ０ 高 テトス ２:１ ～８
27 １６ １ １ め Ⅱペテロ１:３ ～１１
28 １７ １ ２ る Ⅱｻﾑｴﾙ5:１～7,6:１～21

◎毎日お祈りしましょう！ 今週の記念日
誕 生 日（２７日 廣田 めぐみ 姉）

① 今年11月、創立40年の節目に新会堂建築着工のため。
② 教会員ひとり一人の健康が守られ、歩みの上に祝福を。
③ 田中 謙 兄の霊肉の健康の上に祝福を。
④ 渋谷教会（藤村和義師、藤村光子師）の上に祝福を。

１ 本日礼拝後、臨時総会を開きます。議案：新会堂建築の
件 教区・教団に対する申請書類の最終点検を行います。
また午後1時から新会堂建築のため業者(建築士:田中謙兄、
設計士：弓岡明氏）と懇談の時を持ちます。出席しよう。

２ 廣田正義兄 20日午前6時17分に安らかに召天なさいまし
た。22日納棺式、23日葬儀・告別式を廣田牧師司式にて家
族葬として執り行います。また河野美智子姉のご主人様が
先週逝去され、家族葬を営まれました。それぞれのご遺族
の上に神様のお慰めをお祈り下さい。

３ ６月も中旬に入り、蒸し暑い日が続いております。気候
不順な折､健康に留意し、マスクを着用して礼拝に出席し
ましょう。ご高齢の方々(独居生活、施設入居)、病気の方
々のために祈りましょう。

４ 新会堂建築のために続いて祈りましょう。献げましょう。

牧会短針 ６月第三日曜日は「父の日」です。1909年アメ

リカのドット婦人が父親に感謝する日が必要であると牧師協
会に嘆願したことが始まりです。彼女の父は、南北戦争終結

後の悲惨な状況の中で妻に先立たれ、子どもを男手一つで育

てあげました。そんな父に育てられた彼女は「母の日」が出

来たことを知り、父の愛情と絶え間ない努力に感謝するため

の「父の日」の制定を提唱した。その後「父の日」の行事が

各地に広まったのです。

今週の牧師の予定 22日 納棺式 23日 葬儀・告別式司式

◎先週の報告 礼拝7名、教会懇談会7名、子ども教会1+4名
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◎今週の御言葉 「旅のためには杖１本」（ｱﾓｽ書7章10～15節､
ﾏﾙｺの福音書6章1～13節） 「しかし、主が、群れの世話をしてい
たところから私を取り、主が私にこう言われた。『行って、
わたしの民イスラエルに預言せよ』と。」(7:15) 「旅のた
めには、杖一本のほか何も持たないように、パンも、袋も、
胴巻の小銭も持って行かないように、履き物ははくように、
しかし、下着は二枚着ないようにと命じられた。」(6:8,9)

◎私達はそれぞれの人生を歩んでいく時、どうしても必要
なものが何であるのか? そのことを改めて見直したい。

◎アモスはイスラエルのヤロブアム2世、ユダの王ウジヤ
(アザルヤ）の治世(BC760－750年）に活躍した預言者。アモ
スはユダの片田舎で羊を飼い、いちじく桑の木を栽培してい
た。神様はアモスに未来の幻を見せ(1:1)、ご自分のメッセ
ージを北王国イスラエルに伝えるよう命じた(7:15)。アモス
は神様に従い、自分が神の人であることを証明した。

7章以下に続くいくつかの幻は、いなごや火、下げ振りを
使って神のメッセージを語っている。イスラエルに迫り来る
神の罰の幻を二度見せられたアモスは、直ちにそれらへの応
答として、神がイスラエルを赦してくださるように祈った。

◎マルコの福音書6章でイエス様は、数日間ナザレに帰り、
ご自分の郷里で拒絶された後、至る所で福音を広める任務を
弟子たちに与えられた。弟子たちは2人1組で遣わされた。

２人で遣わされる利点。①互いに強め合い、励まし合うこ
とが出来る。②拒絶されたとき、慰め合える。③判断が的確
になり、間違いが生じにくくなる。④怠惰や無関心への反対
行動を互いに促すことが出来る。弟子たちは、杖のほかは何
も持って行ってはならないと指示された。弟子たちは持ち物
よりも神様の守りに信頼して、出発することなのです。

「杖」。モーセの杖(出エジプト記)：「手に持っていた(羊
飼いの持っている杖)」(4:2)。①「杖が蛇になる」(4:3,4)、
彼らの父祖の神、主が現れたことを信じるため(4:5)。②「し
るしを行う」ために神様の道具として用いられる(4:17)。③
エジプトにおいても「神がともにいるしるし」となる(4:20)。

④「杖を上げ、手を海に差しのばし、海を分け、イスラエ
ル人が海の真ん中の乾いた地を進む」(14:16)ー「主の救い
のしるし」(14:12)、前には紅海、後ろにはエジプトの軍隊
に囲まれたイスラエルの窮乏からの救い、火と雲の柱に守ら
れ、導かれる(14:27)。⑤「岩を打つと水が出る」メリバの
水(17:5,6)、民の叫びに答えられる神の御業。⑥「杖を取れ、
岩に命じよ」(民数記20:8,9)、メリバの水、モーセは「岩に
命じよ」と言われたにも関わらず、「岩を二度打った」事に
よる苦い経験をする。私たちに対する教訓となる。


